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 お が わ

小川の
すいめん

水面に
あつ

集まった、スイカの
たね

種のような
むし

虫は
なん

何なの 

下の複眼 群れるミズスマシ 

●ミズスマシが
あつ

集まっていた 

 
すいちゅう

水中でくらす
すいせい

水生こん
ちゅう

虫には、
くろ

黒っぽいかたい
はね

羽をもつカブトムシなどと
おな

同じ
な か ま

仲間の、

ミズスマシやゲンゴロウ、ガムシなどがいます。このうち、ゲンゴロウやガムシは、
すいちゅう

水中に

もぐって
せいかつ

生活しますが、ミズスマシは、おもに
すいめん

水面で
せいかつ

生活しています。
からだ

体の
かたち

形はスイカの
たね

種のようですね。
すいめん

水面で
むれ

群をつくって
やす

休んでいたり、
すいめん

水面をぐるぐる
まわ

回っていることがあり

ます。
すいめん

水面に
お

落ちてくる
むし

虫を、ねらっているのです。 

●
すいじょう

水上と
すいちゅう

水中を
み

見ることができる
め

目をもつ  

 ミズスマシは、
ふくがん

複眼（たくさんの
め

目が
あつ

集まって一つになっている
め

目）を
じょうげ

上下に２
くみ

組もって

いて、
うわがわ

上側の２
こ

個は、
すいめん

水面や
くうちゅう

空中を
み

見るのに
つか

使い、
したがわ

下側の２
こ

個は、
すいちゅう

水中のものを
み

見るよう

にできています。
てき

敵におそわれると、
はね

羽の
した

下に
く う き

空気をためて
すいちゅう

水中にもぐり、その
く う き

空気を
す

吸っ

て、
すいちゅう

水中でも
いき

息ができるのです。 

 ミズスマシの
ようちゅう

幼虫は、
ふ く ぶ

腹部にとび
だ

出した
なが

長いえらをもち、えらで
すいちゅう

水中の
さ ん そ

酸素を
す

吸ってい

ます。えさは、ボウフラなどです。さなぎになるときは、
み ず べ

水辺の
いし

石や
しょくぶつ

植物の
は

葉の
うえ

上に、ど

ろで
へ

部
や

屋を
つく

作り、その
なか

中で
う

羽
か

化をまちます。（監修・中山 周平） 

 

 上の複眼 


